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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 19,297 18.2 533 ― 647 ― 214 ―

2021年3月期第2四半期 16,330 △18.5 △151 ― △74 ― △301 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　1,457百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　△706百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 10.73 ―

2021年3月期第2四半期 △15.08 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 45,996 32,830 67.8

2021年3月期 43,875 31,573 68.7

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 31,197百万円 2021年3月期 30,153百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2022年3月期 ― 5.00

2022年3月期（予想） ― 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,700 8.5 1,200 4.2 1,350 △7.5 600 △22.0 29.99

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 20,111,598 株 2021年3月期 20,111,598 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 106,139 株 2021年3月期 105,982 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 20,005,509 株 2021年3月期2Q 20,005,778 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

当資料に記載の業績予想は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた予想であり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、今後様々
な要因により、これら業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の経済情勢は、国内では新型コロナウイルス感染症の影響によるインバウンド需要の

減少が継続しており、また、国内外で原材料価格の上昇や半導体不足、物流の混乱によるサプライチェーンへの影

響が生じる等で依然として厳しい経営環境が続きました。

このような環境の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、前年同四半期はロックダウンによる

長期間の操業停止の影響を受けておりその反動により、売上高19,297百万円(前年同四半期比2,967百万円 18.2％増

加)、営業利益533百万円(前年同四半期は営業損失151百万円)、経常利益647百万円(前年同四半期は経常損失74百万

円)、親会社株主に帰属する四半期純利益214百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失301百万円)

となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 日本

自動車部品の販売は減少しましたが、産業用ホース・家電用ホース・ゴムシートの販売が増加し、売上高は9,847

百万円（前年同四半期比230百万円 2.4％増加）となりました。販売増加が減価償却費等の増加を吸収して、セグメ

ント利益（営業利益）は272百万円（前年同四半期比112百万円 69.9％増加）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等の適用により、得意先から有償

で支給される部品・原材料について、売上高と売上原価の総額表示から売上高の減額表示に変更したことにより、

売上高と売上原価がそれぞれ458百万円減少しております。

② 米州

米国では、自動車部品は、前年同四半期のロックダウンによる長期間の操業停止の反動で販売が増加し、増収・

増益となりました。産業用ホースも、前年同四半期の販売減少の反動により、増収・増益となりました。メキシコ

の自動車部品は、為替換算上の影響により増収となりましたが、諸経費が増加し減益となりました。その結果、売

上高は6,837百万円（前年同四半期比2,279百万円 50.0％増加）、セグメント損失（営業損失）は39百万円（前年同

四半期はセグメント損失480百万円）となりました。

③ 東南アジア

タイでは、自動車部品の国内販売・米州向け販売の増加と経費削減等により、増収・増益となりました。マレー

シアでは、家電用ホースの販売は増加しましたが材料費、人件費等が増加し、増収・減益となりました。その結果、

売上高は1,299百万円（前年同四半期比108百万円 9.1％増加）、セグメント利益（営業利益）は57百万円（前年同

四半期比53百万円 1,235.9％増加）となりました。

④ 中国

自動車部品・家電用ホースともに販売が増加したことに加え、為替換算上の影響により、売上高は3,038百万円

（前年同四半期比698百万円 29.9％増加）となりました。増収及び原価改善効果等により、セグメント利益（営業

利益）は198百万円（前年同四半期比53百万円 37.2％増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,121百万円増加し、45,996百万円となりまし

た。これは主として、現金及び預金が701百万円増加したこと、棚卸資産が852百万円増加したこと、有形固定資産

が294百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が171百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ864百万円増加し、13,166百万円となりました。これは主として、支払手形及び

買掛金が416百万円増加したこと、電子記録債務が332百万円増加したこと、短期及び長期の借入金が107百万円減少

したこと、未払法人税等が108百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,256百万円増加し、32,830百万円となりました。これは主として、為替換算

調整勘定が981百万円増加したこと、非支配株主持分が213百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想につきましては、2021年5月12日に公表いたしました連結業績予想に変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,790,604 11,491,663

受取手形及び売掛金 9,267,039 9,095,704

有価証券 500,000 500,000

商品及び製品 2,030,207 2,411,424

仕掛品 204,348 214,209

原材料及び貯蔵品 1,693,603 2,154,868

その他 463,413 742,990

流動資産合計 24,949,216 26,610,861

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,371,936 13,376,120

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,430,605 △7,786,359

建物及び構築物（純額） 4,941,331 5,589,761

機械装置及び運搬具 24,845,185 25,327,276

減価償却累計額及び減損損失累計額 △20,549,858 △21,057,635

機械装置及び運搬具（純額） 4,295,326 4,269,641

工具、器具及び備品 11,605,750 12,209,869

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,209,990 △10,690,962

工具、器具及び備品（純額） 1,395,759 1,518,906

土地 2,142,765 2,192,311

建設仮勘定 1,486,801 991,307

その他 319,365 289,067

減価償却累計額 △140,168 △115,233

その他（純額） 179,196 173,833

有形固定資産合計 14,441,180 14,735,760

無形固定資産 573,597 651,507

投資その他の資産

投資有価証券 3,445,909 3,523,731

繰延税金資産 230,445 248,103

その他 238,363 230,137

貸倒引当金 △3,246 △3,246

投資その他の資産合計 3,911,472 3,998,725

固定資産合計 18,926,251 19,385,993

資産合計 43,875,467 45,996,855
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,120,075 2,536,409

電子記録債務 1,711,594 2,044,289

短期借入金 657,940 650,000

1年内返済予定の長期借入金 350,000 700,000

未払金 1,852,283 1,900,884

未払法人税等 272,427 163,538

賞与引当金 354,692 351,398

役員賞与引当金 17,500 9,075

その他 171,131 373,606

流動負債合計 7,507,644 8,729,202

固定負債

長期借入金 2,100,000 1,650,000

退職給付に係る負債 2,020,165 2,017,375

資産除去債務 16,408 16,592

繰延税金負債 489,060 582,614

その他 168,335 170,238

固定負債合計 4,793,969 4,436,821

負債合計 12,301,613 13,166,024

純資産の部

株主資本

資本金 4,149,555 4,149,555

資本剰余金 3,900,679 3,900,679

利益剰余金 22,009,747 22,024,320

自己株式 △57,914 △57,986

株主資本合計 30,002,068 30,016,569

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,215,922 1,264,284

為替換算調整勘定 △1,094,280 △112,722

退職給付に係る調整累計額 30,173 29,665

その他の包括利益累計額合計 151,816 1,181,227

非支配株主持分 1,419,969 1,633,033

純資産合計 31,573,854 32,830,830

負債純資産合計 43,875,467 45,996,855
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 16,330,050 19,297,417

売上原価 13,725,093 15,788,155

売上総利益 2,604,957 3,509,261

販売費及び一般管理費 2,756,418 2,975,692

営業利益又は営業損失（△） △151,461 533,569

営業外収益

受取利息 28,279 19,755

受取配当金 30,721 30,213

不動産賃貸料 30,703 22,430

為替差益 - 25,130

受取補償金 62,532 12,167

その他 39,732 30,289

営業外収益合計 191,969 139,986

営業外費用

支払利息 6,373 11,649

不動産賃貸原価 7,356 11,099

為替差損 89,879 -

その他 11,039 3,273

営業外費用合計 114,649 26,022

経常利益又は経常損失（△） △74,141 647,533

特別利益

固定資産売却益 638 1,253

特別利益合計 638 1,253

特別損失

固定資産売却損 381 1,097

固定資産除却損 1,453 3,139

特別損失合計 1,835 4,237

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△75,338 644,549

法人税、住民税及び事業税 170,584 257,311

法人税等調整額 △9,867 56,678

法人税等合計 160,716 313,990

四半期純利益又は四半期純損失（△） △236,055 330,558

非支配株主に帰属する四半期純利益 65,603 115,929

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△301,658 214,628
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △236,055 330,558

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 234,094 48,362

為替換算調整勘定 △711,922 1,078,691

退職給付に係る調整額 7,855 △508

その他の包括利益合計 △469,973 1,126,545

四半期包括利益 △706,028 1,457,104

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △748,794 1,244,040

非支配株主に係る四半期包括利益 42,765 213,063
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。なお、収益認識適用指針

第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支

配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

当会計基準の適用による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりで

す。なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に影響はありません。

(1) 有償受給取引

得意先から有償で支給される部品・原材料について、従来は「売上高」と「売上原価」を総額表示しており

ましたが、「売上高」の減額として表示しております。この結果、「売上高」と「売上原価」がそれぞれ

458,285千円減少しております。

また、得意先から有償で支給される部品・原材料の期末棚卸高について、従来は「原材料及び貯蔵品」とし

て、または、「商品及び製品」「仕掛品」に含めて表示しておりましたが、「流動資産のその他」に表示して

おります。この結果、「流動資産のその他」が22,915千円増加、「商品及び製品」が18,197千円減少、「仕掛

品」が2,915千円減少、「原材料及び貯蔵品」が1,802千円減少しております。

(2) 有償支給取引

買戻し契約に該当する有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品について棚卸

資産を引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について「有償支給取引

に係る負債」を認識しております。この結果、「原材料及び貯蔵品」が48,517千円増加、「流動資産のその

他」が70,163千円増加、「流動負債のその他」が118,680千円増加しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３

月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収

益を分解した情報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

合計

日本 米州 東南アジア 中国

売上高

外部顧客への売上高 8,953,505 4,550,637 925,278 1,900,628 16,330,050

セグメント間の内部売上高
又は振替高

662,868 7,184 265,324 439,006 1,374,383

計 9,616,374 4,557,821 1,190,602 2,339,634 17,704,433

セグメント利益又は損失(△) 160,670 △480,267 4,314 144,552 △170,729

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位:千円)

利益 金額

報告セグメント計 △170,729

セグメント間取引消去等 19,267

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △151,461

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

合計

日本 米州 東南アジア 中国

売上高

外部顧客への売上高 8,957,032 6,830,108 978,634 2,531,641 19,297,417

セグメント間の内部売上高
又は振替高

890,078 7,417 320,530 506,601 1,724,628

計 9,847,111 6,837,526 1,299,164 3,038,242 21,022,045

セグメント利益又は損失(△) 272,949 △39,299 57,641 198,269 489,560

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位:千円)

利益 金額

報告セグメント計 489,560

セグメント間取引消去等 44,008

四半期連結損益計算書の営業利益 533,569

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「日本」の売上高が458,285千円減少してお

ります。なお、セグメント利益への影響はありません。
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